
序
文 1. 前書き（1:1-3）　　2. あいさつ（1:4-6）　　3. 手紙の主題（1:7-8）

本
文

ヨハネが見た見たこと　栄光に輝くイエス（1:9-20）

今今あること　七つの教会への手紙（2:1-3:22）
1. エペソにある教会へ（2:1-7）
2. スミルナにある教会へ（2:8-11）
3. ペルガモンにある教会へ（2:12-17）
4. ティアティラにある教会へ（2:18-29）
5. サルディスにある教会へ（3:1-6）
6. フィラデルフィアにある教会へ（3:7-13） 
7. ラオディキアにある教会へ（3:14-22）

この後この後起ころうとしていること　神のさばきと神の国（4:1-22:5）
天の幻

（4:1-5:14）
天の御座に着いている方（4:1-11）
子羊と封じられた巻物（5:1-14）

神の怒りのさばき
（6:1-19:21）

封印のさばき
（6:1-8:1）

•第 1～第 6 の封印（6:1-17）
• 14万 4千人と大勢の群衆（7:1-17） 
•第 7の封印（8:1）　▶ラッパのさばき

　
　
　
　
　
　
患
難
時
代

ラッパのさばき
（8:2-11:19）

•イントロダクション（8:2-6）
•第 1～第 4のラッパ（8:7-12）
•第 5のラッパ /第 1のわざわい（8:13-9:12） 
•第 6のラッパ /第 2のわざわい（9:13-21） 
•強い御使いと小さな巻物（10:1-11）
•神殿と二人の証人（11:1-14）
•第 7のラッパ（11:15-19）▶鉢のさばき

〔幕間〕
さばきの背景
（12:1-14:20）

•女と竜（12:1-18）
•獣の支配（13:1-18）
•子羊と 14万 4千人（14:1-5） 
•三人の御使いの宣言（14:6-12） 
•殉教者の祝福の宣言（14:13）
•人の子による刈り取り（14:14-20）

鉢のさばき
（15:1-18:24）

•イントロダクション（15:1-8） 
• 7つの鉢のさばき（16:1-21） 
•大バビロンの説明（17:1-18） 
•大バビロンの滅亡（18:1-24）

再臨のイエス
によるさばき
（19:1-21）

•神のさばきに対する賛美（19:1-5） 
•子羊の婚礼に対する賛美（19:6-10） 
•イエスの再臨と獣の滅亡（19:11-21）

神の王国の完成
（20:1-22:5）

サタンの封印（20:1-3）
千年王国（20:4-6）
最後の反乱とサタンの滅び（20:7-10）
大きな白い御座のさばき（20:11-15） 
新しい天と地の到来（21:1-8）
聖なる都エルサレム（21:9-22:5）

結
び

1. 預言の確証（22:6-7）　　2. 御使いの命令（22:8-11）　　3. イエスのことば（22:12-20a）
4. 再臨を願う祈り（22:20b）　　5. 結びの言葉 : 祝福の祈り（22:21）

第70週のはじまり

第70週の終わり

第70週前半の終わり
第70週後半のはじまり

アウトライン

～手紙として書かれた預言書～

ヨハネ
の

黙示録

12 5:1-14 
子羊と封じられた巻物

メッセージアウトライン 
⒈ 封印された巻物（5:1） 

⒉ 巻物を開くにふさわしい者（5:2-5） 

⒊ 屠られた子羊への礼拝（5:6-10） 

⒋ 神と子羊への礼拝（5:11-14） 

モトノート 
5:5「ユダ族から出た獅子、ダビデの根」（参照箇所） 
ユダ族から出た獅子→創49:8-12、民24:7-9 
ダビデの根→イザ11:1-10、エレ23:5 

5:9-10　子羊が巻物を開くにふさわしい3つの理由 
子羊が屠られたこと 
屠られたことによって人々を神のために贖ったこと 
贖った人々を神のために王国とし、祭司としたこと 

5:9「贖い」 
ギリシャ語でアゴラゾー。「代価を払って買い取る」という意味。 

5:8-14　天での礼拝の進行 
4つの生き物と長老たちが子羊を賛美する（5:9-10） 
無数の御使いたちが子羊を賛美する（5:11-12） 
全ての被造物が神と子羊を賛美する（5:13） 
4つの生き物が「アーメン」と応答する（5:14a） 
長老たちがひれ伏して礼拝する（5:14b） 

ウエノート 
　神の役割分担 
　　イエスの傷痕 
　　　イエスは近づいてくれた 
　　　　疲れない、飽きない 

有さんの応答例 
労働と礼拝をリンクさせる

チャートナビ

年　　　月　　　日　　名前：

メッセージの 
感想があれば 
お書きください


